
作
品
に
満
ち
同
院
が
再
興
第
一
回
の
展
覧
會
と
し
て
は
成
効
に
近
き
も
の
と
い

号
も
「
全
憫
を
通
覧
す
る
に
、
見
る
べ
き
も
の
甚
だ
多
く
、
新
進
硲
究
の
活
氣

れ
大
変
な
盛
況
で
あ
っ
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
三
巻
第
六

賛
助
員

経
営
者

展
の
日
本
画
部
門
は
新
旧
両
派
の
軋
礫
が
は
げ
し
く
、
文
部
省
は
緩
和
策
と
し

て
大
正
元
年
に
一
科
（
旧
派
）
、
二
科
（
新
派
）
に
区
分
し
て
別
個
に
審
査
を
行
う

こ
と
と
し
た
が
、
大
正
三
年
再
び
こ
れ
を
一
本
化
し
、
そ
の
際
、
二
科
制
で
大

幅
に
増
員
し
た
審
査
委
員
を
削
減
し
、
大
観
も
そ
れ
に
含
ま
れ
た
。
こ
の
措
置

は
大
分
議
論
を
呼
ん
だ
が
、
大
観
は
こ
れ
に
よ
っ
て
文
展
へ
の
対
抗
意
識
を
燃

え
立
た
せ
、
ま
た
、
彼
に
同
調
し
て
下
村
観
山
も
審
査
委
員
を
辞
し、

安
田
靱

彦
、
今
村
紫
紅
ら
も
文
展
を
離
れ
て
美
術
院
に
与
し
、
反
文
展
、
在
野
党
と
し

て
独
自
に
公
募
展
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
院
式
は
天
心
の
一
周
忌
に
あ
た
る
大
正
一
一
一年
九
月
二
日
に
行
わ
れ
た
。
当

初
の
陣
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
木
村
武
山
、
安
田
鞍
彦
、
今
村
紫
紅
、

小
杉
未
醒
（
以
上
同
人
）
、
辰
沢
延
次
郎
、
笹
川
臨
風
、
斎
藤
隆
三

高
田
早
苗
、
原
富
太
郎

評
議
員
経
営
者
と
賛
助
員
全
員

院
友
は
二
十
余
名
、
研
究
会
員
は
九
十
余
名
あ
っ
た
。
院
友
の
な
か
に
は
西

村
青
帰
、
勝
田
蕉
琴
、
中
村
岳
悛
、
筆
谷
等
観
ら
東
京
美
術
学
校
卒
業
生
も
い

た
。
研
究
会
員
中
の
野
生
司
香
雪
も
本
校
卒
業
生
で
あ
る
。

大
正
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
文
展
と
会
期
を
同
じ
く
し

て
日
本
橋
三
越
で
第
一
回
日
本
美
術
院
展
が
開
催
さ
れ
、
大
観
の
「
滸
刃
有
余

ほ
か
小
品
三

地」
、
観
山
の
「
白
狐
」
、
武
山
の
「
小
春
」
、
未
醒
の

点
な
ど
同
人
の
作
と
公
募
作
の
絵
画
四
十
九
点
お
よ
び
彫
刻
十
四
点
が
展
示
さ

「
飲
馬
」

ふ
べ
く
、
他
の
展
覧
會
に
到
し
て
、
院
派
の
特
色
を
登
揮
せ
り
。」
と
賛
辞
を

こ。f
 

普
つ，
 

東
京
美
術
学
校
規
程
改
正
と
制
度
改
革

大
正
三
年
九
月
五
日
発
布
文
部
省
令
第
二
十
八
号
に
よ
り
東
京
美
術
学
校
規

程
が
定
め
ら
れ
た
。

東
京
美
術
學
校
規
程

第
一
條
東
京
美
術
學
校
ノ
學
科
ヲ
分
チ
テ
日
本
聾
科
、
西
洋
霊
科
、
彫
刻

科
、
圏
案
科
、
金
工
科
、
錨
造
科
、
漆
工
科
及
製
版
科
ト
ス

製
版
科
ヲ
除
キ
各
學
科
二
豫
備
科
ヲ
置
ク

第
二
條
東
京
美
術
學
校
ノ
修
業
年
限
ハ
豫
備
科
ヲ
通
シ
テ
五
箇
年
ト
ス

但
シ
製
版
科
ノ
修
業
年
限
ハ
三
箇
年
ト
ス

．

第
三
條
各
學
科
ノ
學
科
目
及
其
ノ
程
度
ハ
左
ノ
如
ン

（
學
科
目
及
毎
週
赦
授
時
敷
表
略
之
）
〔
頁
「
学
科
課
程
」
参
照
〕

學
校
長
ハ
臨
時
必
要
卜
認
ム
ル
場
合
二
於
テ
ハ
前
表
ノ
毎
週
数
授
時
敷
ヲ

増
減
シ
若
ハ
科
外
講
義
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
得

第
四
條
卒
業
者
ニ
シ
テ
既
修
ノ
學
科
二
就
キ
更
二
祈
究
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ

ハ
研
究
生
ト
シ
テ
三
箇
年
以
内
在
學
七
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
五
條
各
學
科
ノ
學
科
目
中
一
科
目
若
ハ
敷
科
目
ヲ
選
揮
シ
テ
學
修
七
ン

ト
ス
ル
者
ハ
選
科
生
ト
シ
テ
入
學
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

（『東
京
美
術
学
校
一
覧
立
翌
髯
』）

こ
こ
に
図
画
師
範
科
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
は
同
科
に
は
別
設
の
「
東
京
美

⑩ 

597 第14節 大正 3年



術
学
校
図
画
師
範
科
規
程
」
「
東
京
美
術
学
校
図
画
師
範
科
卒
業
者
服
務
規
則
」

が
適
用
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
次
の
制
度
改
革
が
九
月
十
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

一
、
図
案
科
二
部
制

図
案
科
を
第
一
部
（
工
芸
図
案
）
と
第
二
部
（
建
築
装
飾
）
に
区
分
し、

そ
れ

ぞ
れ
別
途
の
教
育
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
学
校
当
局
は
明
治
三
十
二
年
度
か
ら

年
報
に
お
い
て
建
築
科
新
設
要
求
を
続
け
て
き
た
が
、
そ
の
趣
旨
が
認
め
ら
れ

て
建
築
教
育
部
門
が
第
二
部
と
し
て
独
立
し
た
の
で
あ
る
。
九
月
十
一
日
付
で

第
一
部
主
任
に
島
田
佳
突
が
、
第
二
部
主
任
に
古
宇
田
実
が
選
ば
れ
た
。
第
二

部
は
大
正
十
二
年
に
建
築
科
と
し
て
名
実
と
も
に
独
立
す
る
。
大
沢
三
之
助
は

「
図
案
科
の
回
顧
並
に
建
築
科
の
こ
と
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九

号
皇
紀
二
千
六
百
年
創
立
五
十
周
年
記
念
号
。
昭
和
十
五
年
十
月
）
の
中
で
当

時
を
回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
が
本
校
に
復
蹄
し
ま
し
た
其
年
の
八
月
に
正
木
直
彦
先
生
が
校
長
と
な

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
私
が
本
校
赦
授
を
拝
命
し
ま
し
た
の
は
、

其
翌
年
則
ち
明
治
三
十
五
年
の
十
二
月
で
あ
り
ま
し
た
。
其
又
翌
年
に
古
宇

田
買
君
が
来
ら
れ
ま
し
て
、
愈
々
建
築
科
と
し
て
の
地
盤
が
固
ま
つ
て
来
ま

し
た
。
而
し
て
明
治
三
十
八
年
に
島
田
〔
佳
癸
〕
君
に
代
つ
て
、
私
が
圏
案

科
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
く
し
て
明
治
三
十
九
年
に
海
外

留
學
生
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
四
十
一
年
に
蹄
朝
し
ま
し
た
が
、
其
間
に
於
て
岡

田
信
一
郎
君
が
講
師
に
、
小
場
恒
吉
君
が
助
数
授
に
な
ら
れ
て
建
築
郡
の
方

に
活
躍
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
私
が
蹄
朝
後
は
古
宇
田

・
岡
田
及
び
私
と
の
三

人
が
交
代
に
、
数
室
制
度
の
様
な
教
授
法
を
試
み
て
ゐ
ま
し
た
が
、
私
が
宮

内
省
へ
轄
任
し
た
後
は
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
の
宮
内
技
師
と
な

り
ま
し
た
の
は
、
大
正
三
年
で
あ
り
ま
し
て
、
其
後
は
古
宇
田
君
と
岡
田
君

と
が
共
力
し
て
、
専
ら
其
任
に
雷
つ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
臆

て
新
た
に
森
井
健
介
君
を
数
授
と
し
て
迎
へ
る
こ
と
4

な
り
ま
し
た
〔
大
正

三
年
十
月
〕
。
こ
れ
か
ら
後
の
こ
と
は
、
森
井
先
生
が
却
而
精
し
く
承
知
さ

れ
て
ゐ
る
と
思
ひ
ま
す
故
、
唯
其
概
略
を
述
べ
て
結
び
と
致
し
て
お
き
ま

す
。
抑
々
建
築
を
本
科
と
す
る
こ
と
は
、
正
木
校
長
の
豫
て
の
計
霊
で
あ
っ

て
、
私
の
欧
洲
よ
り
の
蹄
朝
を
待
っ
て
愈
々
宜
行
に
取
り
掛
ら
う
と
、
其
後

度
々
御
相
談
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
新
し
く
一
科
を
設
け
る
こ
と

は
、
豫
算
其
他
に
於
て
中
々
面
倒
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
文
部
賞
局
と
の
折

衝
意
の
如
く
捗
取
ら
ず
延
引
し
て
ゐ
た
所
、
漸
く
軌
道
に
乗
た
矢
先
に
、
私

が
宮
内
省
へ
韓
任
す
る
こ
と
4

な
り
、
先
生
に
到
し
て
甚
だ
御
氣
の
毒
な
仕

緞
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
ひ
古
宇
田

・
岡
田

・
森
井
の

諸
氏
が
お
ら
れ
た
の
で
、
御
相
談
に
典
り
、
漸
く
其
歩
を
進
め
て
お
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
八
年
の
頃
、
叉
々
正
木
校
長
か
ら
私
に
本
校
と

の
閥
係
を
、
持
つ
て
く
れ
な
い
か
と
の
御
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
宮
内
営
局

の
許
可
を
得
て
、
ま
た
ぞ
ろ
本
校
の
御
厄
介
に
な
る
こ
と
4

な
り
ま
し
た
。

彼
此
す
る
う
ち
に
大
正
十
二
年
に
な
っ
て
、

と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

二
、
製
版
科
新
設

や
っ
と
建
築
科
獨
立
と
い
ふ
こ

学
校
当
局
が
明
治
三
十
四
年
度
よ
り
年
報
に
お
い
て
要
求
を
続
け
て
き
た
製

版
科
設
置
（
四
十
四
年
度
よ
り
「
写
真
及
製
版
科
」
設
置
要
求
に
変
更
）
が
実

現
し
た
。
こ
れ
は
後
述
（
次
項
⑪
参
照
）
の
東
京
高
等
工
業
学
校
お
よ
び
同
校

附
設
職
工
徒
弟
学
校
製
版
部
門
の
廃
止
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
鎌
田
弥
寿
治
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（
当
時
本
校
教
授
。
工
芸
化
学
担
当
）
は
設
立
の
事
情
を
『
日
本
写
真
教
育
史
』

（
昭
和
五
十
年
。
東
京
写
真
大
学
短
期
大
学
部
出
版
部
）
の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

筆
者
は
大
正
三
年
七
月
、
学
校
の
夏
季
休
暇
中
、
美
術
学
校
の
正
木
校
長

か
ら
至
急
校
長
室
に
来
て
く
れ
、
と
呼
び
だ
さ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
命
ぜ
ら

れ
た
。
「
誠
に
突
然
で
あ
る
が
、
最
近
文
部
省
で
東
京
高
等
工
業
学
校
内
の

〔
マ
マ
〕

図
按
科
と
わ
が
美
術
学
校
の
図
案
科
と
を
併
合
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
昨
年

三
月
か
ら
蔵
前
の
図
案
科
が
わ
が
校
に
移
っ
て
来
る
。
こ
れ
は
文
部
省
で
す

で
に
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
方
か
ら
異
議
を
申
立
て
る
こ
と
は
最

早
で
き
な
い
。
そ
こ
で
あ
ち
ら
の
図
案
科
に
現
在
、
在
学
す
る
生
徒
は
当
方

の
図
案
科
と
合
併
し
て
、
夫
々
授
業
を
行
な
う
が
唯
、
困
っ
た
こ
と
に
は
、

蔵
前
の
図
案
科
に
は
（
製
版
特
習
部
）
と
い
う
の
が
附
属
し
て
居
る
。
こ
れ

も
勿
論
、
本
校
に
移
っ
て
来
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
科
を
教
育
す
る
こ
と

は
本
校
内
の
君
の
や
っ
て
居
る
工
芸
化
学
教
室
以
外
に
は
な
い
。
生
徒
の
数

も
左
程
多
数
で
は
な
い
か
ら
、
是
非
頼
む
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

私
は
驚
い
た
。
わ
が
工
芸
化
学
教
室
で
は
他
日
、
写
真
科
を
新
設
し
た
い

と
い
う
下
心
は
あ
る
が
、
「
製
版
」
の
生
徒
を
教
育
す
る
積
り
は
な
か
っ
た
。

で
も
、
こ
れ
は
校
長
の
命
令
で
あ
る
か
ら
青
二
歳
教
授
の
私
が
そ
れ
を
拒
絶

す
る
資
格
は
な
い
。
そ
れ
と
能
く
考
え
て
み
れ
ば
、
写
真
と
製
版
は
無
関
係

で
は
な
い
。
他
日
は
必
ず
製
版
印
刷
と
写
真
は
密
接
な
兄
弟
姉
妹
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
心
中
に
描
き
な
が
ら
、
私
は
校
長
に
答
え
た
。
「
御
命
令
な
ら
ば

致
し
方
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
図
案
科
の
一
部
を
私
の
化
学
室
で
や
る
の
は
あ
ま

り
嬉
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
よ
り
は
製
版
を
図
案
科
か
ら
切
り

放
し
、
製
版
科
と
い
う
科
を
本
校
内
に
新
設
し
て
頂
け
れ
ば
、
私
は
喜
ん
で

仰
せ
に
従
い
ま
す
」
と
大
胆
に
訴
え
た
。

正
木
校
長
は
辛
い
顔
を
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
結
実
し
て
、
や
が
て
美
校

内
に
「
製
版
科
」
と
い
う
新
科
が
独
立
し
た
の
で
あ
る
。

〔マ

マ
〕

こ
れ
は
写
真
科
に
先
立
っ
て
の
こ
と
で
、
わ
が
校
内
に
大
正
三
年
四
月
か

ら
で
き
た
の
で
あ
る
。
最
初
私
は
こ
の
こ
と
を
あ
ま
り
歓
迎
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
今
と
な
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
が
非
常
に
良
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
が
翌
年
、
写
真
科
新
設
の
援
助
者
と
も
な
り
ま
た
、
現
在
の
写

真
と
印
刷
の
関
係
か
ら
み
て
も
、
ホ
ン
ト
に
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。蔵

前
の
製
版
特
修
部
の
先
生
と
し
て
結
城
林
蔵
教
授
と
伊
東
亮
次
助
教
授

と
の
両
氏
が
私
の
工
芸
化
学
教
室
に
移
動
し
て
き
て
、
こ
こ
で
私
と
共
に
新

〔
マ
マ

〕

設
製
版
科
の
先
生
を
教
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

製
版
科
の
第

一
回
生
徒
募
集
は
大
正
四
年
三
月
に
行
わ
れ
、
応
募
者
十
四
名

中
七
名
が
合
格
し
た
（
試
験
等
に
つ
い
て
は

640
頁
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

614
頁
参

照）
。
は
じ
め
は
工
芸
化
学
教
室
で
授
業
を
行
な
っ
た
が
、
大
正
三
年
中
に
工
芸

部
校
舎
裏
手
の
鋳
造
科
教
室
の
続
き
に
製
版
科
教
室
が
新
築
さ
れ
、
同
十
年
の

東
京
高
等
工
芸
学
校
へ
の
移
管
ま
で
そ
こ
で
教
育
が
行
な
わ
れ
た
。
教
師
お
よ

び
担
当
科
目
は
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
狂
豆
誌
五
』
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で

製
版
科
主
任
教
授

製
版
術
、
製
版
用
写
真
実
習
、
光
化
学
、
製
版
実
習

写
真
術
大
意
、
写
真
実
習
、
製
版
術
、
製
版
実
習

あ
る
。

同
助
教
授

伊

東

亮

次

結

城

林

蔵
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図 化

案 学

化
学
、
化
学
実
験

数
学
、
物
理
学

絵
画
及
び
図
案

教

授鎌

田

嘱

託矢

野

同
笠

原

同
小

柴

扁
鈴

木

教

授鹿

島

同
岡

田

秀

こ
れ
ら
の
外
に
各
科
共
通
科
目
の
修
身
、
外
国
語
（
英
語
）
、
美
学
、
体
操
が

あ
っ
た
。
の
ち
に
は
森
芳
太
郎
（
大
正
四
年
嘱
託
、
同
九
年
臨
時
写
真
科
教
授
）

が
数
学
、
化
学
分
析
等
を
教
え
、
小
林
亀
五
郎
（
大
正
六
年
助
手
、
同
八
年
製

版
科
助
教
授
）
が
製
版
実
習
を
担
当
す
る
。

主
任
教
授
の
結
城
林
蔵
は
明
治
二
十
二
年
以
降
陸
軍
省
の
陸
地
測
量
部
や
砲

兵
工
蔽
の
用
務
に
従
事
し
、
同
三
十
三
年
か
ら
東
京
高
等
工
業
学
校
に
勤
務
。

同
三
十
五
年
か
ら
同
三
十
八
年
ま
で
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
留
学
し
て
製

版
術
を
学
び
、
帰
国
後
は
本
務
の
傍
ら
勧
業
博
覧
会
や
農
展
そ
の
他
の
審
査
員

を
つ
と
め
た
。
草
光
信
成
（
大
正
五
年
西
洋
画
科
卒
）
は
、

〔
図
案
科
〕

大
正
五
年
春
頃
、
東
京
美
術
學
校
に
蔵
前
高
エ
の
窯
員
科
と
製
版
科
が
合

併
さ
れ
て
あ
っ
た
嘗
時
、
製
版
科
の
主
任
教
授
、
結
城
林
蔵
先
生
が
、
西
洋

盟
科
在
學
々
生
の
為
に
、
エ

ッ
チ
ン
グ
講
義
を
一
學
期
講
ぜ
ら
れ
た
事
が
あ

る
。
西
洋
霊
研
究
の
為
に
ェ
ッ
チ
ン
グ
を
無
視
し
て
な
ら
な
い
熾
烈
な
る
主

張
で
あ
っ
た
が
、
常
時
は
ポ
ス
ト

・
ア
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
心
酔
末
期

で
も
餘
り
聴
講
の
人
が
講
義
室
に
充
た
な
か
っ
た
。
中
村
研
一
君
が
丁
度
レ

色
彩
学
、
印
刷
術

材
料
及
び
薬
品
学
、
化
学

英 宮 英 留 道

吉 侍 七 也

弥
寿
治

⑪ ム
プ
ラ
ン
ト
研
究
に
没
頭
し
て
居
る
時
で
、
相
営
そ
の
趣
旨
に
應
じ
て
小
品

佳
作
を
撃
げ
て
製
版
學
生
の
参
考
に
も
な
っ
て
居
た
様
だ
っ
た
。
質
技
の
指

導
は
現
高
工
藝
の
伊
東
教
授
で
あ
っ
た
が
。
吾
々
の
ク
ラ
ス
で
は
清
水
＿
艮
雄

君
始
め
第
一
美
術
の
古
澤
兼
三
郎
そ
れ
か
ら
遠
山
赦
圃
、
宮
地
茂
君
な
ど
も

聴
講
宜
習
さ
れ
た
様
に
思
ふ
。
獨
立
の
鈴
木
保
徳
君
も
居
ら
れ
た
様
な
氣
が

す
る
。

（『
エ
ッ
チ
ン
グ
』

第
四
十
二
号
。
昭
和
十
一
年
四
月
）

と
述
べ
て
お
り
、
結
城
と
伊
東
亮
次
が
西
洋
画
科
生
徒
の
た
め
に
も
一
時
期
ェ

ッ
チ
ン
グ
を
教
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
製
版
科
の
教
育
は
機
械
製

版
、
印
刷
を
旨
と
す
る
も
の
で
、
折
り
か
ら
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
創
作

版
画
運
動
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。

三
、
予
備
科
の
各
科
分
属

従
来
の
規
則
（
明
治
三
十
八
年
改
正
）
で
は
、
修
業
年
限
は
予
備
科
（
一
学
期
間
）
、

各
科
一

S
四
年
、
各
科
卒
業
期
（
二
学
期
間
）
の
計
五
年
間
と
さ
れ
、
予
備
科
生

は
一
様
に
「
毛
筆
画
実
習
」
「
木
炭
画
実
習
」
「
塑
造
実
習
」
「
用
器
画
法
」

「
歴
史
」
「
外
国
語
」
「
体
操
」
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
回

こ
の
予
備
科
が
各
科
（
製
版
科
を
除
く
）
に
分
属
せ
ら
れ
、
各
科
ご
と
の
予
備

教
育
を
行
な
う
か
た
ち
と
な
っ
た
。

東
京
高
等
工
業
学
校
工
業
図
案
科
そ
の
他
の
生
徒
の
教
育
委
託

大
正
三
年
九
月
五
日
発
布
文
部
省
令
第
二
十
五
、
第
二
十
七
号
に
よ
り
、
本

校
は
東
京
高
等
工
業
学
校
の
工
業
図
案
科
生
徒
（
第
一
年
よ
り
第
三
年
ま
で
の
五

十
四
人

《製
版
特
修
生
を
含
む
》、
選
科
生
十
三
人
《
同
上
》
、
研
究
生
）
と
附
設
工
業
教

〔
下
略
〕
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